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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，2つの非有界なある種の形状領域からなる異質媒質における定常波動伝播問題の解の
一意選出についての研究であるがヨ同時にこの問題から導かれる自已共役作用素のスペクトルの研
究でもある。
　考える媒質はIが次元ユークリッド空剛Rn＝｛x＝（x1ヲ…。x。）；x。＝IR｝（IRは実数全体の集合）
内の原点を頂点とする錐を摂動した界面（1n敏face）により分けられる2つの領域から成りラ伝播
速度がこの界面で不連続性を呈するという意味で異質であるとする。界面の定義方程式X竈二昭（X1）ラ
x1＝（x1害…ラx蘂．ユ）臼Rトユは錐禦。（x）＝b　l　x’1（b≧O）の摂動条件を満たしヨ伝播速度を表わす
関数a（X）は各領域の無限遠で（l　X　l→・。のとき）一定の伝播速度に遠距離形（1Ongrange）の摂
動条件で近づくことを仮定する。そのときラこの媒質を伝播する波動現象を記述する波動方程式か
ら導かれる定常作用素一a（X）2△（△はラプラス作用素）は自乗可積分関数のつくるヒルベルト空間
L2（I則の自已共役作用素拡張Lをもち雪Lにつし）て次の事が成り立つことを証明している。
　定　理
（1）Lは固有値をもたない。すなわちLの点スペクトル巧（L）は空集合である。
（2）λ＞O雪O＜κ＜亙としヨR（λ±iκ）でLのレゾルベント（L一λ手i及）一を表わすとき事作用
素ノルムの意味で極隈R（λ±iO）＝1imR（λ±iπ）が存在する。そしてR（λ±iO）はλについて局
　　　　　　　　　　　　　　　π叫0所ヘルダー連続となる。これよりLのスペクトルσ（L）＝σc（L）＝連続スペクトルが成り立つ。
　更にR（λ±i0）の作用素ノルムのλ→Oのときの挙動を考察することによりラ定常波動伝播問題
の解を非定常波動伝播問題の解の時問t→・・の極限として得られることを示す極隈振幅原理と呼ば
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れる定理を証明している。
　証明の本質的な部分は作用素LのレゾルベントをR（λ±｛及）：（H（λ）手i脇（x）’2）■工a（xジ2ラ
H（λ）＝一△一λ（a（x）“2－1）と変形し害H（λ）に対しc㎝畑gateoperatorと呼ばれる作用素A＝
（％i）（x1▽十▽1x）（▽は勾配作用素）を用い交換子i〔H（λ）ヲA〕がある意味で正直性をも
つことを示すことにある。その際a（X）が界面で不連続性をもつことから現れる界面上の積分の評
価が必要となる。著者は極めてデリケートな計算と評価を実行しヨ創意工夫によって困難を克服しヲ
注意深く論証をすすめることにより証明を遂行している。
審　　査　　の　　要　　旨
　異質媒質における波動伝播問題は界面が平面である層状媒質やヲ有界閉領域とその補集合（外部
領域）の場合に限られていたがヨD．Eidusは1986年界面が無隈遠に拡がるある種の曲面で与えられ
る異質媒質で宙しかも均質な媒質（伝播速度雪密度が各媒質で定数）の場合に極限吸収および極限
振幅と呼ばれる一意選出定理が成立することを示した。著者は界面に関する条件ではEidusの場合
を完全には含まないが別の観点ではより広範な一般的な条件でヨまた伝播速度に関しては害遠距離
型と呼ばれる緩やかな摂動条件（非均質媒質）のもとで、定常波動伝播問題に対し極限吸収および
極限振幅原理による解の一意選出定理を得た。方法的にはEidusの方法と異なり里粒子のポテンシャ
ル散乱を記述するシュレーディンガー作用素の場合にE，Mo岨reによって見出された正値交換子法
がこの問題にも適用できることを示した。著者はこの分野の研究に一定の貢献をしたものと考えら
れる。
　よってヲ著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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